
 
 
 
 
 
※ 本通信は、毎月プリントにて発行している通信を基に作られています。 
※ 個人情報等に関する内容は、削除されています。 
 
１ 穂波東校中学部の特色ある教育活動（その２） 

 前回の「穂波東校中学部通信（第 4号）」において、本校職員の努力と創意工夫により、

多種多様な「特色ある教育活動」が企画・実施されていることをお伝えしました。 
 年間を通して、多種多様な体験や出会いを通した学習活動が企画・実施されているこ

とは、この穂波東校中学部の特色であり、良さの一つであると言えます。 
 今回、そのような学習活動の一つである、「９年生職場体験学習」が新聞記事となりま

したのでご紹介します。この新聞記事を通して、改めて本校の「特色ある教育活動」の

価値を知ることができました。 
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編集後記  

七月八日朝、本紙で紹介した「かわすじ今日談」の筆者である高木筑豊総局長様より一本の電

話が入りました。内容は「直接お会いして、お詫びをしたい。」とのこと。実はこの記事の棒線

部分は「嘉穂東中」と誤って書かれていました。（本紙で紹介している分は、私の方で修正して

います。）私は「お電話で十分です。ご丁寧にありがとうございます。」と遠慮しましたが、熱意

を持って言われるのでお受けすることにしました。 

 すぐに高木様は来校され、次のような内容のお話をされました。「職場体験の一日目、私は受

け入れた生徒さんたちに記事を書く際に正確に書くことが大切であることを話しました。その中

で名前など固有名詞においては、誤字や誤りは許されないことを伝えました。その私が今回この

ようなミスをしてしましました。生徒さんたちにも大変申し訳なく思っています。」と。私は「そ

こまで真剣に、責任をもって生徒たちを受け入れ、指導して下さっていたのか。」と思い、胸が

熱くなりました。そして、「今の局長様の言葉を生徒たちに伝えさせて下さい。」とお願いしました。 

今、文部科学省は「社会に開かれた教育課程」というキーワードの下、子どもたちが社会や世

界に向き合い関わり合いながら、自らの人生を切り拓いていくために必要な力を育てていく教育

の重要性を打ち出しています。今回の職場体験学習でその理想の姿の一つを見せられた思いがし

ました。 

 

２ 嘉麻・嘉穂・飯塚地区総合体育大会（嘉総大会） 

 本年度も穂波東校中学部の部活動生たちは、中体連の嘉総大会において、これまでの

練習の成果を精一杯発揮し、素晴らしい試合・競技を展開しました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

どの部も試合では、よく粘り、よく攻め、気持ちでは負けていないプレーを見せてくれま

した。そのような穂波東の部活生の姿を学校長として誇りに思いました。 

 


